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事業再生計画期間の終了、事業再生ＡＤＲ債務の完済に関するお知らせ 

 

 当社子会社である田淵電機株式会社及び田淵電子工業株式会社は、2023年３月期を最終年度とする

事業再生計画に定められた事業再生ＡＤＲ債務を2021年６月30日に完済いたしました。 

これにより、田淵電機株式会社及び田淵電子工業株式会社の事業再生計画期間が終結いたしました

ことをお知らせいたします。 

 

 

記 

 

田淵電機株式会社及び田淵電子工業株式会社は、2018年6月25日に事業再生実務家協会に対し、産

業活力の再生及び産業活動の革新に関する特別措置法所定の特定認証紛争解決手続（以下「事業再生

ＡＤＲ手続」といいます。）を申請し同日、受理されました。その後、事業再生ＡＤＲ手続の対象債

権者たるお取引金融機関８行と協議を進めながら、公正中立な立場から事業再生ＡＤＲ手続において

選任された手続実施者による調査・指導・助言もあり、2018年12月７日に対象債権者たるお取引金融

機関の合意をいただき、事業再生計画が成立いたしました。 

 事業再生計画は、お取引金融機関８行から金融支援として債権放棄を実行していただき、債権放棄

後の事業再生ＡＤＲ債務（40億6,282万円）を2021年３月期から2023年3月期までの計画期間に返済す

るものであります。 

田淵電機株式会社及び田淵電子工業株式会社は、当社グループが2020年９月８日にリリースした中

期経営計画「ＤＳＡ2021再点火反転攻勢版」にて新たなビジョンとして策定した「車と家をものづく

りでつなぐ」を具現化すべく、新常態及び脱炭素社会で求められる再生可能エネルギー拡大の中心と

なるパワーコンディショナ並びに蓄電システムの深化及び発展、加えて収益構造の更なる強化、ＥＳ

Ｇ経営の強化に連戦猛進して参りました。また新製品として販売開始しました全負荷タイプの蓄電ハ

イブリッドシステム(ＥＩＢＳ７)並びに派生ＯＥＭ品の販売好調により、財務体質の改善を成し遂げ、

事業再生ＡＤＲ債務を計画より繰り上げての完済に至りました。 

田淵電機株式会社及び田淵電子工業株式会社の事業再生ＡＤＲ手続きにご同意いただきましたお取

引金融機関の皆様はもとより、お取引先等全ての関係者の皆様のご理解とご協力に深く感謝申し上げ

ます。今後とも全ての関係者の皆様のご支援、ご期待にお答えすることができるよう全力を尽くす所

存でございます。何卒、引き続きご支援、ご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

 

 

以 上 


